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１
９
９
５
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
。
死
者
約
６
５
０
０
人
、
負
傷
者

４
万
４
０
０
０
人
に
及
ん
だ
こ
の
震
災

は
、
建
物
の
崩
壊
な
ど
物
質
的
な
被
害
だ

け
で
な
く
、
人
々
の
心
に
深
い
傷
を
残
し

た
。
災
害
時
に
受
け
た
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

「
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
）
」
と
い
う
言
葉
が
、
日
本

で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
だ
。

　

兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
は
、

震
災
の
経
験
を
教
訓
に
、
２
０

０
４
年
に
神
戸
市
に
開
設
さ
れ

た
。
日
本
で
唯
一
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を

専
門
に
扱
う
機
関
と
し
て
、
災

害
が
引
き
起
こ
す
ス
ト
レ
ス
や

ト
ラ
ウ
マ
な
ど
の
調
査
・
研
究

の
ほ
か
、
敷
地
内
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
併
設

し
、
一
般
患
者
の
診
療
や
相
談
も
行
う
。

ま
た
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
で
発
生
し

た
災
害
で
の
”こ
こ
ろ
の
ケ
ア“
に
も
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
始
ま
り
は
04
年
12
月
の
ス
マ
ト
ラ

沖
大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
災
害
。
国
際

緊
急
援
助
隊
（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
）
医
療
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
、
副
セ
ン
タ
ー
長
の
加
藤
寛

さ
ん
、
精
神
科
医
の
藤
井
千
太
さ
ん
、
臨

床
心
理
士
の
大
澤
智
子
さ
ん
か
ら
成
る

「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
」
が
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
で
、
被
災
者
の

心
の
ケ
ア
に
当
た
る
現
地
専
門
家
な
ど
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

　

避
難
所
な
ど
を
回
る
中
で
、
日
本
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
接
す
る
機
会
も
あ
っ
た
加

藤
さ
ん
た
ち
。
そ
こ
で
、
救
助
す
る
側
が

受
け
る
「
惨
事
ス
ト
レ
ス
」
の
重
大
性
を

認
識
し
た
。「
災
害
現
場
で
の
仕
事
は
想
像

以
上
に
精
神
的
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
経

験
が
豊
富
な
人
で
も
惨
事
ス
ト
レ
ス
を
受

け
る
可
能
性
は
あ
り
、
Ｊ
Ｄ
Ｒ
隊
員
の
ス

ト
レ
ス
も
相
当
な
は
ず
」
と
加
藤
さ
ん
。

被
災
地
で
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
の
遺
体
と

接
し
た
人
は
、
帰
国
後
に
わ
が
子
を
見
た

と
き
、
そ
の
記
憶
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

す
る
こ
と
も
あ
る
い
う
。

　

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
セ
ン
タ
ー
は
、
隊

員
へ
の
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
す
る

た
め
、
08
年
７
月
に
協
定
を
締
結
。
ま
ず

は
５
月
に
中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
派
遣
さ

れ
た
隊
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
質
問
は
「
派
遣
中
、
帰
国
後
の
体

調
は
ど
う
か
？
」「
現
地
で
は
睡
眠
が
取
れ

た
か
？
」「
帰
国
後
、『
精
神
的
に
と
て
も
疲

れ
た
』
と
感
じ
た
か
」
な
ど
で
、
活
動
の

状
況
や
帰
国
後
の
気
持
ち
の
変
化
な
ど
を

把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
回
答
を
セ
ン
タ
ー
が
分
析
し
、
診

断
結
果
を
本
人
に
返
送
。
何
か
異
常
が
あ

れ
ば
す
ぐ
に
診
断
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

相
談
窓
口
を
設
け
た
。
こ
の
と
き
は
深
刻

な
ス
ト
レ
ス
障
害
を
負
っ
た
隊
員
は
い
な

か
っ
た
と
い
う
が
、「
活
動
に
専
念
す
る
あ

ま
り
、
ス
ト
レ
ス
が
あ
っ
て
も
、
自
分
で

は
気
付
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
ず
は
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
得
る
の
を
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
大
澤
さ
ん
は
言

う
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
国
西
部
大
地
震
の

復
興
支
援
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
こ
の
６
月

に
開
始
し
た
「
四
川
大
地
震
復
興
支
援
|

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
も
協
力
し
て
い
る
。
被
災
か
ら
１

年
以
上
た
っ
た
今
も
、
四
川
省
に
は
い
ま

だ
地
震
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
れ
な
い

人
が
多
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
被

害
の
大
き
か
っ
た
山
岳
部
な
ど
で
、
被
災

者
の
心
の
ケ
ア
に
携
わ
る
人
材
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日
本
人
専
門
家

の
派
遣
や
研
修
員
の
受
け
入
れ
を
通
じ
、

こ
れ
か
ら
５
年
か
け
て
、
中
央
・
地
方
レ

ベ
ル
で
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
当
た
る
人

材
を
育
成
し
て
い
く
。
専
門
家
と
し
て
携

わ
る
加
藤
さ
ん
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
医
療
従
事

者
、
行
政
、
教
育
関
係
者
な
ど
『
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
』
に
携
わ
る
人
材
が
、
専
門
的
な

教
育
を
継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
」
と
話
す
。

　

６
月
に
は
、

中
国
か
ら
18
人

の
研
修
員
が
来

日
。
兵
庫
県
や

新
潟
県
長
岡
市

の
心
の
ケ
ア
の

取
り
組
み
を
視

察
し
た
。
北
京

師
範
大
学
心
理

学
院
院
長
の
許

燕
さ
ん
は
、「
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
ク
リ
ニ

ッ
ク
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る

構
造
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
設
備
面
が
充

実
し
て
い
る
の
で
驚
き
ま
し
た
。
ハ
ー
ド

面
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
治

療
方
法
を
学
び
、
自
身
の
診
療
で
も
取
り

入
れ
て
い
け
れ
ば
」
と
語
る
。

　

兵
庫
と
四
川
―
。
一
日
で
も
早
く
、
被

災
し
た
人
々
に
明
る
い
笑
顔
が
戻
る
よ

う
、
共
に
”こ
こ
ろ
の
ケ
ア“
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

人々が幸せになれる
心のケアを

1995年の阪神・淡路大震災を契機に、被災者の精神的なストレスのケアに取り組んできた
兵庫県こころのケアセンター。JICAと協働で、災害現場で活動する国際緊急援助隊員や、

海外の被災地の人々の心のケアにも取り組んでいる。

2008年11月、加藤さん（右から
3人目）は四川省を訪問し、仮設
住宅などで心のケアのニーズを
調査した

震
災
の
傷
跡
か
ら

立
ち
直
る
た
め
に

災
害
に
起
因
す
る

ス
ト
レ
ス
と
向
き
合
う

6月に来日した中華全国婦女連合会の鄒暁巧（左）さんは、「加
藤さんの講義を聞き、阪神・淡路大震災の教訓を分かち合えた。
私たちも後を追って努力していきたい」と意欲を語った

兵庫県こころのケアセンターのある「HAT神戸」は、
震災で倒壊した工場の跡地を利用して開発された

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち
兵庫県
こころのケアセンター

（上）小学校では、ゲームなどの集団行動を通じて子どもたちへのケアが行
われている
（下）仮設職業訓練所では、震災で家族を亡くした女性たちが手工芸品の
作り方を学ぶ
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